
「だれもが住みやすい高梁に！」
地域支援向上のための事業

特定非営利活動法人 ｃｏｌｏｒ
理事長 川上 路代

三宅 真名



１．目的

高梁で取り組んでいる「スクラム作戦」を多くの人
に知って頂き、お互いに支え合える・サポートし合
えるまちづくりを行う。
みんなが「住みやすい！」と感じられる環境を目指
す。
しょうがいの有無に関わらず、お互いに支援し合
えるまちづくりを目指す。



２．課題と解決提案

１）スクラム作戦の周知
⇒スクラム作戦を地域の人に知ってもらう機会をつくる
（事業所見学ツアー・地域連携セミナー）

２）だれでもスクラムの対象に
⇒しょうがいに関わらず、何等かの支援を必要とする人たちがい
ることを知ってもらう
（ひきこもり支援・不登校支援研修・事業所見学ツアー）

３）みんながスクラム支援者に
⇒誰もが地域の支援者として活動できることを知ってもらう
（各ワークショップ・事業所見学ツアー・防災食事体験・地域連携

セミナー）



３．活動実績

６月

８月

８月

１１月

１２月

１２月

１月

１月

親子ふれあい遊びで工作活動（ｗｓ）

なつまつりで工作活動（ｗｓ）

ひきこもり支援研修会

不登校支援研修会

事業所見学会

防災食事体験会（食事作り含む）（ｗｓ）

ウィンターフェスティバルで工作活動（ｗｓ）

地域連携セミナー

計
ワークショップ ４回
研修会（見学会） ４回





６月 ワークショップ ８月 ワークショップ ８月 ひきこもり支援研修

１１月 不登校支援研修 １２月 事業所見学ツアー １２月 防災食事体験

１月 お正月おもちゃ作り １月 地域連携セミナー



４．活動実績：事業所見学ツアー

【参加者】民生委員児童委員
【人 数】１９名
【感 想】
・施設のことを何も知らなかったので良い知る機会となった
・事業所のことを知る機会が増えることで、理解を得られる機会も増えると思う
・今後も機会があれば参加したい 等



５．活動実績：防災食事体験

【参加者】大瀬八長地区の方（他）
【人 数】７人
地域とつながりある法人として、交流の機会を増やしていきたいこと、また被災時には、
くるーるを緊急一時避難場所として活用して頂けるよう、町内会長らと打ち合わせの
場を設けていただいた。まずは一緒に防災食を食べる等の場を設けることから、という
ことで、一緒に豚汁とおにぎりを作り、防災食の試食をし、希望者には自宅へ配達した。
参加してくださった方からは今後も協力していきたいという声が上がった。



６．活動実績：地域連携セミナー



７．活動実績：地域連携セミナー

【参加者】民生委員児童委員、福祉事業所関係者、地域住民等
【人 数】７０名
【内 容】・基調講演『地域の誰もが支え合える社会になるために』

・ｃｏｌｏｒについて（まちづくり支援事業、法人事業等の紹介）
・シンポジウム『それぞれの視点から“地域連携”を考える』

丹正さんの地域での取組
物部さんの保護者としての取組
療育者から見る地域連携



８．地域連携セミナー（アンケート）
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９．地域連携セミナー（アンケート）

【感想】

・お互いが手を差し伸べられることが地域連携につながり、私たちも小さなことから
はじめていきたいと思った
・高梁市での具体的な活動や思いがわかり、良かった
・福祉サービスの大切さがわかった
・自分に何ができるのかを考えるきっかけとなった
・体験談は本当に感動した
・生の声を聴くことができた
・実体験がリアルで聞いていて心が温かくなった
・障害の有無に関わらず、地域で暮らす上では、お互いに環境の一つとして
影響し合うことがわかった
・普段の関わりでは、改めて、自分たちも環境因子の一端として関われているのを
知ることができた 等



１０．私たちの問題提起

支援を必要とする人に
どのようなサポートが必要なのか、
何が課題なのか、周知されていないことが多い

個人の課題ではなく、地域課題としてとらえる

先ずはどの地域にもさまざまな課題があること
を専門職だけでなく、地域住民に知ってもらい、
身近な課題であること、地域の課題であることを認識し
てもらう



１１．結果

１）スクラム作戦の周知
⇒アンケート調査でも周知が不十分であることは明らかとなった。今回の活動
を機に知って頂くことができたが、今後も情報提供の機会は必要。

２）だれでもスクラムの対象に
⇒しょうがいや年齢に関わらず誰もが支援を必要とする場面があることを知っ
て頂くことができた。

３）みんながスクラム支援者に
⇒支援の専門家でなくとも、誰もが地域の支援者となり得ることを知ってもら
い、各々にできることを考えてもらうことができた。

それぞれの地域課題に対して
関われるのは専門職だけではない。
地域の理解、地域の見守りが必要。



１２．今後の課題

① 地域の社会資源について、民生委員の方の中にも全く
知らない方が多く、広報不足を感じた。情報提供に努める
とともに、お互いの役割を知っておく必要がある。

② 研修の場等、年配の方が多かった。これからの地域づ
くりを考える場では学生等にも協力をもらい、若者の意見
を聞く機会も必要と感じた。



１３．今後の活動

この活動を機に民生委員、児童委員
愛育委員等の方から、色々なお声掛けを
頂く機会が増えました。

今後もできる限り、ご要望にお応えできるよう
活動を続けていきたいと思います。



１４．さいごに

こんな街なら住んでみたい！と思える高梁市に。

制度だけでは補えないところを
地域の力で。
高梁市だからこそできることを！

ご清聴ありがとうございました。


